
表 紙

６月１日 現在 前月比

男 7,233人 (－１)

女 7,436人 (－11)

計 14,669人 (－12)

世帯数 5,292戸 (＋１)

先月中の動き
(届出件数)

出生…… ５人
死亡…… 15人
転入…… 23人
転出…… 25人
婚姻…… １組

市の人口と世帯
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再生紙を使用しています。

｢おいしいお米ができますように！｣
初夏を感じさせる日差しが燦々と降り注ぐ中、玉野小学

校３～６年生が昔ながらの田植えを体験しました。地元農
家の方や農協青年部の方々に指導を受けながら、泥まみれ
になって木枠を転がし、一束ずつもち米の苗を手で植えて
いく子どもたち。「泥の中あったか～い」「苗もっとくださ
い！」と元気な声が飛び交います。
小学生にとって昔ながらの農作業の大変さは新鮮な体験

のようですが、農作物を育て、食べる喜びとありがたみを
知る機会にもなっています。

（５月26日 玉野小学校実習田にて)
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交
通
弱
者
の
社
会
参
加
を

促
進
す
る
取
組
み
へ
の
財

政
支
援
に
つ
い
て

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
社
会
参
加
の

た
め
、「
高
齢
者
お
も
い
や
り
タ
ク
シ
ー

事
業
」
お
よ
び
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
」

を
県
市
町
村
総
合
交
付
金
の
対
象
事
業

と
す
る
よ
う
、
ま
た
、「
生
活
交
通
タ
ク

シ
ー
助
成
事
業
（
通
称
：
お
ば
く
る
）」

を
推
進
す
る
た
め
、『
地
域
公
共
交
通

確
保
維
持
事
業
』
の
補
助
限
度
額
撤
廃

を
要
望
。

市
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
生

活
圏
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー

事
業
者
と
連
携
し
た
「
高
齢
者
お
も
い

や
り
タ
ク
シ
ー
事
業
」
や
「
福
祉
タ
ク

シ
ー
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
路
線
バ
ス
か
ら
、
タ
ク
シ
ー
を

定
額
で
利
用
で
き
る
「
生
活
交
通
タ
ク

シ
ー
助
成
事
業
（
通
称
：
お
ば
く
る
）」

へ
転
換
す
る
な
ど
、
利
用
し
や
す
く
効

率
的
な
地
域
公
共
交
通
へ
の
見
直
し
を

図
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
移
動
手
段
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
地

域
社
会
の
構
築
に
必
要
な
地
域
交
通
網

を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
こ
う
し
た
取

組
み
に
対
す
る
財
政
支
援
に
つ
い
て
要

望
し
ま
し
た
。

北
村
山
高
校
で
は
地
域
と
協
働
し
た

特
色
あ
る
学
校
を
目
指
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
･ス
ク
ー
ル
の
設
立
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
に
は
、
地
域
と
学
校
を
つ
な
ぐ

橋
渡
し
役
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

そ
の
確
保
や
部
局
を
横
断
し
た
支
援
の

充
実
を
要
望
。

市
で
は
総
合
戦
略
に
「
ふ
る
さ
と
一

番
！
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
掲

げ
、
企
業
や
地
域
、
学
校
、
自
治
体
が

連
携
し
な
が
ら
若
者
の
地
元
定
着
と
ふ

る
さ
と
回
帰
に
つ
な
が
る
施
策
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
村
山
高
校
で
は
、
地
元
企

業
の
協
力
を
得
て
活
動
す
る
Ａ
Ｉ
部
、

徳
良
湖
で
の
ヨ
ッ
ト
を
活
か
し
た
新
た

な
地
域
活
性
化
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域

と
関
わ
り
な
が
ら
、
地
域
課
題
の
解
決

や
魅
力
発
信
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
み
は
ふ
る
さ
と
へ
の

愛
着
や
誇
り
を
育
む
こ
と
か
ら
、
今
後

も
引
き
続
き
市
を
挙
げ
て
応
援
し
て
い

き
ま
す
が
、
同
校
が
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
を
さ
ら
に
加
速
で
き
る
よ
う
、
県

の
支
援
を
要
望
し
ま
し
た
。

▲人口減少・高齢化が進む中、社会参加と生活
圏の拡大促進となるよう、公共交通網の維
持・再編による移動手段の確保が必要です。

■
地
域
の
発
展
に
関
す
る
こ
と

●
地
方
交
付
税
の
総
額
確
保
と
財
源
保
障
機
能
の

維
持

●
若
者
の
地
元
定
着
と
ふ
る
さ
と
回
帰
に
向
け
た

取
組
み
の
推
進

●
一
般
国
道
347
号
の
24
時
間
通
年
通
行
化
の
整
備

促
進
及
び
バ
イ
パ
ス
化
な
ど
の
改
良
整
備
促
進

■
子
育
て
・
医
療
に
関
す
る
こ
と

●
地
域
医
療
を
支
え
る
診
療
所
運
営
経
費
へ
の
財

政
支
援

●
北
村
山
地
域
に
お
け
る
地
域
医
療
体
制
の
充
実

●
山
形
県
保
育
料
無
償
化
に
向
け
た
段
階
的
負
担

軽
減
事
業
の
継
続
と
拡
充

●
子
育
て
支
援
制
度
の
充
実
（
高
校
３
年
生
世
代

ま
で
医
療
費
を
無
料
化
)

●
国
民
健
康
保
険
制
度
へ
の
財
政
支
援
･充
実
強
化

■
教
育
に
関
す
る
こ
と

●
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
維
持
継
続
す
る
た

め
の
財
政
支
援

■
市
民
の
安
全
･安
心
に
関
す
る
こ
と

●
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
く
点
検
診

断
経
費
に
係
る
財
政
支
援

●
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
解
体
経
費
に
対
す
る

財
政
支
援

●
消
防
防
災
施
設
整
備
事
業
に
係
る
補
助
対
象
設

備
の
拡
充
及
び
基
準
額
の
見
直
し

●
雪
国
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
雪
対
策

に
対
す
る
財
政
支
援
等
の
拡
充

●
交
通
安
全
施
設
(信
号
機
)の
整
備
促
進

■
産
業
振
興
に
関
す
る
こ
と

●
過
疎
地
域
に
お
け
る
企
業
振
興
策
の
充
実

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て

実
施
し
た
利
子
・
保
証
料
補
給
に
対
す
る
令

和
８
年
度
以
降
の
財
政
支
援

●
特
定
鉱
害
復
旧
事
業
に
係
る
財
政
支
援

●
中
小
・
小
規
模
企
業
者
に
対
す
る
人
材
育
成

へ
の
支
援

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
て
い
る
観
光
業
及
び
飲
食
店
等
に
対
す
る

支
援
の
継
続

●
農
業
振
興
策
（
生
産
の
目
安
の
公
平
性
の
確

保
、
直
接
支
払
交
付
金
の
要
件
緩
和
、
資
材

価
格
の
高
騰
対
策
、
小
規
模
す
い
か
農
家
へ

の
支
援
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
の
予
算

確
保
、
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
の

予
算
確
保
）

■
社
会
基
盤
の
整
備
に
関
す
る
こ
と

●
県
道
の
整
備
促
進

●
市
道
の
整
備
促
進

●
一
級
河
川
沢
の
川
の
河
川
改
修

●
河
川
流
下
能
力
向
上
事
業
の
促
進

●
土
砂
災
害
対
策
事
業
の
整
備
促
進

●
流
雪
溝
へ
の
導
水
に
伴
う
水
利
権
の
許
可

●
一
般
県
道
東
根
尾
花
沢
線
(都
市
計
画
道
路
、

中
央
線
)の
改
良
促
進

▲市民の健康と生命が守られ、安心して住み
続けることができるよう、北村山地域の地
域医療体制の充実が必要です。

▲｢子育て日本一への挑戦」を掲げる尾花沢市。
子どもを産み育てられる環境づくりと経済
基盤の確保が重要です。

▲市の基幹産業である農業。農業者が将来に
希望が持てるよう、担い手育成・維持発展
のための施策が必要です。

▲豪雪地でも地震と火災に強いまちで安全安
心に暮らせるよう、消防設備の充実を図る
ことが重要です。

県
立
北
村
山
高
等
学
校
が
取
り
組

ん
で
い
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

▲北村山高校と地域・企業・自治体が一体と▲北村山高校と地域・企業・自治体が一体と
なった、若者の地元定着と回帰につながるなった、若者の地元定着と回帰につながる
特色ある学校づくりが求められています。特色ある学校づくりが求められています。


